
横浜天声キリスト教会　　週報　第 3巻 51号（No.150）　　2012年 12月 16日

　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　･･･････････････････ 御言葉に耳を傾け、心を主に向けましょう。 

*賛美　･･････････････････ 　１０４番

*交読文　････････････････ 　５６番

*使徒信条　････････････・ 会衆一同

*頌栄　･･････････････････ 　１０７番

礼拝のための祈り　･･･････ 川合ゆきえ姉妹

賛美　･･･････････････････ 　４３１番

メッセージ　･･････････････ お言葉通りこの身に成りますように(ルカ 1:26-56)
御言葉を適用する祈り　･･ 会衆一同

賛美　･･････････････････・ 　５００番

献金感謝の祈り　････････ パスター

報告と歓迎　･････････････ イブ礼拝に参加される方は、与えられた御言葉をご用意下さい。

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同

*祝祷　･･････････････････ パスター

祈祷課題

・この教会が神の御声を聞いて御心を行う教会となるように

・病、貧しさ、悲しみの内にある兄弟姉妹のために

・兄弟姉妹達がキリストの香りを豊かに世に放ち、仕事、事業が祝福されるように

・主に忠実で御霊に満ちた奉仕者が 70 名与えられるように

・終末の災いに実際に直面している兄弟姉妹の守りのために

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れて宣言して下さい）

闇の中を歩む民は、大いなる光を見／死の陰の地に住む者の上に、光が輝い

た。あなたは深い喜びと／大きな楽しみをお与えになり／＿＿＿は御前に喜び

祝った。刈り入れの時を祝うように／戦利品を分け合って楽しむように。

彼らの負う軛、肩を打つ杖、虐げる者の鞭を／あなたはミディアンの日のように／

折ってくださった。地を踏み鳴らした兵士の靴／血にまみれた軍服はことごとく

／火に投げ込まれ、焼き尽くされた。

ひとりのみどりごが＿＿＿のために生まれた。ひとりの男の子が＿＿＿に与えら

れた。権威が彼の肩にある。その名は、「驚くべき指導者、力ある神／永遠の父、

平和の君」と唱えられる。(イザヤ9:1-5)

メッセージ概要

マリヤはガリラヤ・ナザレの地に住んでいる、ごく普通の若き処女だった。

そこへ、あのザカリヤに現れ、ザカリヤを恐れさせた御使いガブリエルが突如マリヤに現れ、言われた。

「恵まれた女よ、おめでとう（直訳：喜べ）、主があなたと共におられます」(ルカ 1:28)

普通に暮らしている所に、突拍子もない人（御使い）がいきなり現れ、突拍子もない事を言われたので、マ

リヤは当然、一体何のあいさつかと考え込んだ。

どういう訳で自分は「恵まれた女」と呼ばれるのだろう。「おめでとう（喜べ）」とは、何についてなのだろう。

御使いは、もっと突拍子もない事を告げた。マリヤは身篭って男の子を産み、その名はイエスとつけるべき

事、その子は優れた者、いと高き方の子と呼ばれ、神は彼に永遠のダビデの王位を与えられるというのだ。

処女がみごもる、というしるしはイザヤによって告げられていたが、マリヤがそれに当選した、という知らせ

が来た時、彼女は非常に微妙な時期だった。相手がいない時期でもなく、結婚した後でもなく、よりによっ

て婚約期間中という最もタイミングの悪い時だったのだ。普通人の感覚では、とても「おめでとう」ではない。

モーセは神から呼び出しがかかった時、嫌がったし、ギデオンもサウルもエレミヤも、そうだった。

人は、ささやかな幸せを得たいと思う。貧しいながらも誠実な婚約者ヨセフともうすぐ一緒になろうとしてい

る、でも、それが覆されてしまうかもしれない、最悪、拒絶された挙句、姦淫のかどで石打になってしまうか

もしれない、と、マリヤが心配性だったら、そこまで先を計算しただろう。

しかし、マリヤの返答には一切そうした計算はなく、ただ単純な、しごく当然な質問を返しただけであった。

「どうして、そのようなことがありえましょうか。わたしは男の人を知りませんのに。」（３４節）

御使いは答えた。「聖霊があなたに臨み、いと高き者の力があなたをおおうでしょう。」

その子は聖霊によって、人間の力の及ばない、いと高き神の力によって、マリヤの胎に宿るのだ。

そして御使いは「神にとって不可能なことは一つもありません」と言った。

神にとって不可能は無い。そう、マリヤをその御手で包んで下さる神に、不可能は無いのだ。

処女が身ごもる、という、一見不可能な事も可能となり、愛するヨセフとの事も、社会からの目も、すべて、

いと高き神の力によって守られるのだ。

そこでマリヤは言った、「わたしは主のはしためです。お言葉どおりこの身に成りますように」

マリヤは突拍子もない主の言葉にアーメンと信仰告白し、あらゆる面での守りと必要の満たしを勝ち得た。

彼女はエリザベツと話した時、嬉しくて嬉しくて賛美せずにはいられなくなり、自分は、どの時代の人々もう

らやむ幸いな者だ、とさえ言って、喜び叫んだ。（４６－４９節）

人から見れば、それどころではない状況かもしれないが、信じる者には、世の何者も邪魔できない喜びと

状況に左右されない平安に満たされる。それは、私達信じる者すべてに与えられる守りである。主のお言

葉を信じる者には、その信仰告白どおりに成り、主のお言葉どおり、その身に成るのである。

私達キリストを信じる者に、主が用意しておられる事は、スケールが大きすぎて、とてつもない事である。

皆さんはキリストにあって、自分の頭に納まるささやかな幸せを得たいという低空飛行の堂々巡りを捨てて、

それを遥かに上回る幸いを得る為に、信仰をもって一歩踏み出す覚悟は出来ているだろうか。

皆さんはキリストにあって  、モーセよりダビデよりヨブより偉大な者だ  との認識があるだろうか。(ルカ 7:28)

皆さんは既に死んでおり命はキリストと共に神の内に隠されているとの認識があるだろうか。（コロサイ 3:3）

パウロであれ、アポロであれ、ケパであれ、また世界であれ、命であれ、死であれ、現在のものであれ、未

来のものであれ、  キリストにあって  全て私達のものだ  との認識があるだろうか。（１コリント 3:21-22）

皆さんはキリストの中で共に復活され、共に天上に座らせられたという認識があるだろうか。(エペソ 2:6)

信じる者には、イエスの御名で悪霊を追い出し、新しい言葉を語り、蛇をつかみ、毒を受けても決して害を

受けず、病人に手を置けば癒される、という認識があるだろうか。(マルコ 16:17-18)

私達に必要なのは、この告白である。「わたしは主のはしためです。お言葉どおりこの身に成りますように」

御言葉をそのまま信じ、書かれてある事がそのまま信じている通り、その身になる皆さんでありますように！

http://voh.plala.jp/


お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

日曜礼拝

1部礼拝（韓国語中国語通訳有）10:30
食事/フェローシップ　       　12:00～
2部礼拝                         　14:00
聖書の学び会（箴言）          15:00

金曜徹夜祈祷会                21:00～

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～
　　火・木・金　賛美と祈りの集会 13:00～
　　火・木　　夜の祈祷会　　　　　21:00～
水曜集会

　1部                                   　13:00～
　2部                                   　19:30～

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6 番 B出口を出てまっすぐ徒歩 5 分

JR・関内駅より徒歩 10 分

京急線・日ノ出町駅より徒歩 10分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1Fがファミリーマートになっております。

第 3巻 51号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2012年 12月 16日

横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　　　　　　パスター：　林和也
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園Ⅰ-201
TEL/FAX：　045-326-6211
Homepage：　http://voh.plala.jp/
email：　ephes_03-tensei＠ yahoo.co.jp

モバイルサイト

聖書メッセージを携帯で

聖書メッセージをメールで

毎日携帯にお届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！


